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平
成
元
年
度
を
迎
え
た
ム
7

年
は
、
三
一
世
紀
を
問
問
望
し
た
rwH平
塚
市
祭
礼
為
の
一
一
対
向

に
あ
た
り
、
総
合
公
閣
の
レ
ス
ド
ハ
ワ
ス
や
む
本
続
還
の
完
成
、
市
川
氏
」
阿
波
の
場
旅
を
は
じ

め
、
完
封
絞
め
捻
語
、
新
患
の
整
備
な
ど
、
将
来
の
発
撲
を
見
越
し
た
議
事
一
之
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す
0

1

き
ら
め
く
海
緑
の
丘
創
造
と
う
る
お
い
の
湘
南
の
都
市
1

ひ
ら
つ
か
」
の

将
来
像
の
実
現
を
い
指
し
、
一
J

自
力
市
民
の
み
な
さ
λ
と
織
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
、
一
般
会
一
一
一
計
は
と
百
六
し
ド
ゐ
億
六
千
一
れ
山
口
月
一
行
、
特
初
会
計
は
六
百
何
十
五
億
山
〕

千
百
十
ど
方
丘
千
[
け
、

-h役
会
計
は
行
ト
空

τ
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
り
そ
れ
で
は
、
新

年
度
予
算
の
主
な
内
容
を
紛
介
し
ま
す
O

(

部
一
一
認
に
紹
介
)

に
潤
に
合
う
よ
う
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
湖
南
丘
陵
の
「
平
塚
は
ら
の
丘

ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
檎
柑
や
一
一
は
、
先

行
ク
ラ
ス
タ
ー
の
実
現
化
や
誘
録

企
業
の
窓
~
州
諸
査
な
ど
を
行
い
ま

ι
ァ。
住
宅
整
備
て
ほ
一
、
一
一
か
年
継
続

事
業
で
行
っ
て
い
る
虹
ケ
浜
東
住

宅
号
)
設
さ
せ
る
と
と
も
に
、
次

団
側
、
出
会
い
の
広
場
な
ど
も
十
一
月
年
度
か
ら
r
Uつ
縫
ご
一
替
え
事
業
の

七
日
か
ら
関
か
れ
る
緑
化
フ
ェ
ア
準
織
に
入
り
ま
す
。

ピ
ス
事
紫
を
、
民
一
泊
崇
導
入
す
る

社
会
福
技
協
護
定
委
耳
ロ
し
な
が

健
康
h
f
)

生
き
が
い
に
満
ち
た
、
ら
、
活
力
あ
長
官
開
齢
化
社
会
形
成

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

葉
土
問
幡
町
一
線
改
良
事
業
、
追
う
ノ
七
進
め
ま
す
。
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
老
人
等

号
線
な
ど
の
轄
祷
を
進
め
ま
す
。
健
康
と
及
療
の
充
実
で
は
、
取
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
者
へ

都
市
活
動
と
自
然
が
詞
十
和
し
た
ま
た
、
八
幡
袴
社
土
康
一
線
の
臼
，

m
尽
亙
度
の
間
設
を
目
指
し
、
市
の
激
励
金
支
給
制
度
の
新
設
、
デ

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
向
ず
い
送
は
、
用
地
震
吹
を
進
め
、
民
病
院
の
増
床
と
整
備
を
引
き
続
イ
ザ
、
ピ
ス
の
拡
大
な
ど
在
凶
り

す

。

早

期

着

工

に

向

け

努

力

し

ま

す

。

き

行

い

ま

す

。

ま

す

。

公
共
下
水
量
量
重
量
そ
の
外
、
生
活
道
路
の
整
備
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
第
五
十
夏
が
安
心
し
て
暮
ら
ぜ
る
環

極
的
に
進
め
る
一
方
て
こ
れ
に
北
口
駅
前
広
場
の
磐
績
を
引
き
続
三
回
国
民
体
育
大
会
会
場
決
定
の
墳
に
つ
い
て
は
、
消
防
第
一
分
溜

続
く
金
目
出
遅
が
、
指
模
川
流
き
行
い
ま
す
。
年
を
辺
一
ぇ
、
誘
致
活
動
を
穣
緩
的
庁
舎
の
新
改
築
や
滞
在
い
張
所
の

域
下
水
道
苫
重
吉
包
宿
し
て
整
備
総
合
公
一
国
民
梅
林
、
桜
の
広
に
行
い
、
十
年
後
の
市
民
ス
ポ
ー
は
し
可
遂
の
更
新
な
ど
の
整
織
を

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
そ
場
、
野
鳥
の
森
等
の
造
溜
工
事
と
ツ
の
警
官
織
い
て
い
き
ま
す
。
し
ま
す
。
建
設
以
来
二
十
五
茸
を

の
準
備
に
入
り
ま
す
。
管
理
棟
の
新
警
官
行
い
ま
す
。
ま
福
祉
蕗
で
は
、
一
一
角
齢
化
社
会
に
経
過
7
ど
ι火
撃
場
に
つ
い
て
は
、

道
路
整
備
は
、
金
自
習
戸
線
や
た
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
臼
本
庭
対
応
す
る
た
め
、
在
京
福
祉
サ
l

施
設
整
備
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
か
ね
て
か
ら

進
め
て
き
た
巾
存
続
支
用
促
進
ム
議

強
風
か
な
人
間
程
と
文
化
を
は
ぐ
を
設
癒
し
、
生
淀
川
ウ
ナ
明
思
主
主
璃
相
川
化
へ
の
研
究
促
進
な
ど
、
農
業
振

く
む
魅
力
あ
る
一
ま
ち
づ
く
り
を
進
の
昨
尻
町
況
に
取
り
か
か
り
一
ま
す
。
施
興
は
、
引
き
続
き
近
郊
農
業
と
し

め
ま
す
o

設
で
は
、
仮
転
新
金
日
公
民
館
の
多
様
な
滞
緩
ど
技
術
在
創
出
す
で
金
政
慢
の
寸
尚
い
幾
拍
車
塔
盤
の
整

吉
沢
小
学
校
の
移
転
新
築
事
業
新
設
事
業
と
、
用
地
収
得
の
で
き
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
む
を
進
備
を
進
め

τい
き
ま
す
ら

を
進
め
る
外
、
既
設
校
の
設
備
と
た
い
部
剖
公
民
館
の
設
計
等
の
品
目
弱
め
ま
す
。
漁
港
繋
備
は
、
第
八
次
漁
港
怒

し
て
、
花
本
小
学
校
防
本
甘
の
新
潟
を
お
め
ま
す
。
務
出
出
街
近
代
化
事
業
を
は
じ
め
係
正
則
鼠
の
一
一
年
向
に
入
。
、
い
よ

改
築
、
浜
急
叉
長
。
春
沼
野
中
寄
少
ヤ
の
鍛
会
育
成
に
つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
の
促
進
事
業
、
近
隣
高
い
よ
新
港
の
本
体
修
警
護
定
着

学
校
校
生
口
新
増
改
築
の
た
め
の
壊
は
、
天
城
ふ
る
ヨ
「
こ
仏
場
の
体
叫
肯
定
街
の
振
興
一
壇
家
な
ど
ノ
ど
進
め
ま
子
し
ま
す
。
ま
た
、
泳
げ
る
海
経

備
経
費
や
学
校
緑
化
委
員
な
ど
を
館
忽
遂
を
日
婚
し
、
野
外
崎
山
動
す
。
即
位
聞
に
は
、
出
会
い
の
像
を
主
体
と
し
た
「
湖
南
マ
ソ
ン
ジ
ゾ

進

め

ま

す

。

を

通

じ

た

ふ

れ

あ

い

事

業

を

進

め

設

援

し

量

す

。

!

ト

プ

ラ

ン

ご

り

基

礎

調

査

も

一

行

市

民

の

芸

術

文

化

の

殿

堂

と

し

ま

す

。

工

業

議

輿

は

、

中

小

企

業

集

毘

い

ま

す

。

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
美
術
こ
の
外
、
関
際
総
警
交
流
に
つ

館
は
、
「
湖
南
の
美
術
'
注
を
い
て
も
、
検
討
む
委
員
会
mw
笹
議
経

一ア
1
マ
に
、
二
か
年
継
続
事
業
で
過
を
簿
E
え
て
、
海
外
務
査
に
入

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
り
ま
す
c

噌鞠潟饗議

苦ミこ主撃てて2R52日 E主(語長欝語五…豪語¥季語FfFH主 譲奏会を鰭く
時包容え雲警主主君主護霊 o さ げぷ鐸義諸鶴i雲較き吉会友で 嘉日問年を迎える平塚少年少交合唱包
ソ主唱 ねりし車長室コ竺コ哨内科ぷニ丘二-二主主竺性J の志て宮i:ーは 4同29汚午後 2時から中央公民綴で記念55宮 沢三金言語主主日J議事翠ず議議機下町民計型演ふれそごで、 m政一…の糊
一孟 こ宅事が開7ん、は人演泊し E麟翻嘉一議ぷ議議議議幾重量 念のいヨー与は在東露子守ん(西八幡 fこ取材していただいた。

日号室長言明記当警察J謬議蕗 22-5123 」

民竺毒 主交詰足石器議亙i??J去 一 一言逼ミ住宅喜重
に歌治j テ来まかりうそ 出j③せ中 l否 い「治し い校での }ι ら五て?今に好
響声号車当 l てりらまスれ践し小かでトIm fjj~ ま U_lJ てム Lーも山がる二三年や、なき
裏カ:望日ジぶつはすのいは詳言い重リ士裏とた泊い議と合会とて年率つとつど
子はに犠き、。協ゆ、しな 望室 名数い千了)る E君 臨_c ， 安てれたつ

き耕一言雪害時宅金;九日辞書宝きま号;52有2主主警7ZU主
主長君主言語喜言露大フ香皇室のは践名手間 前霊会三じ議hZ5は日星空が
旨事雪奈子与喜一言高言 ]l~ 警襲名宝主管蓄妻名?重量安芸三王室警ふ è 告を
うホ這に。るこ乎こ E君 1コの言語りしは、でしもか f雷υ しもほ。と才一め。いなと
o J ろ紺 大え玉ちコ I 中毛主みきあレ~た柔ら(みだしよそ軟に臼て小のつ好
ルため スで、らな J )レの滋ちなるパベ。しも三に。ろ学しう湾か学方たき



(2) 平成元年4月守 58

一章受会童十歳出予算

議会費 4i1章4535万円 0.8%

総務費 57億8774万円 10.2%

民生費 81億212宮万円 14.4%
衛生費 57億2465万円 10.1%

労働費 4億0976万円。 7%

農林水主主業費 14億9260万f'l 2.6% 

荷工費 8億1488万円1.5%

土木費 152億2809万円 26.9%

治的費 21億6345万汚 3.8%

教育費 98億4562万円 17.4%

公演費 35億1791万円 6.2%

諸支出金 281)章、6366万丹 5.1% 

予備費 1億5000万汚 0.3%

歳出合計 565官童話自8方向 l∞.0%

平成元年度一場愛会霊十議口、予饗

市 税 357億3295万円 63.2%
地方議与税 10意4000万円1.8%
利子部交付金 21憲0000万円 0.4% 
ゴルフ場利用税交付金 8100万汚 0.1% 
自動車取得税交付金 6億5000万円 1.2% 
地方交付税 1000万円 0.0%
交通安全対策特別交付金 4000万円 0.1% 
分担金及び負担金 5穏8000万円 1.0% 
使用料料十及び手数料 9到イ億意O山77η2万F円1 1.6部%4 
窟庫支出金 3幻7(億寵6印014万
察支出金 1口7億4品51η7万内 3.1%
貫財オ 産 収 入 4V億寵O朗88民1万円 0.7% 
繰 入 金 8億 1幻72四8万円 1.5%
繰 越 金 4罷億l:C叩DO∞0万内 0.7%
諮 収 人 5臼8億3却90出5万F円弓 1叩0.3%
市 f債責 4品3億1幻5臼28蹄8万内 7.7% 

入合計 565燦6500方向 100.0%

11;童53加万円
lS{.i意OOOO:fi円
7惇WI07J王円
6j箪'0005万円
2億2449万円
3億 8471万円
1鰭 1066万円
7263;万円
窒031T百円
H童6523ヌJfXJ

経済環境づくり
4D章8075万円

4{;意5151万円
1億4673万円
3f;意5257万円
2僚4618万円
出窓5819万円
4億5946万円
2億4217;万円
51億百000万円
16億1722;百円
4荘重4799万円

ェア務経費 8100万円

11意1020万円
3849万円

t-ihけい
1
1
4
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j
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M

G
京
襲
撃

i
u打
H
j
i
l
t
-
A杭も

に
華
を
添
え
る
「
ミ
ス
七
夕
」
の
七
夕
の
星
災
金
5
万
円
と
劇
賞

出
場
者
を
募
集
し
て
い
る
。
(
間
出
内
旅
行
券
等
)

健
康
で
明
る
く
、
教
養
豊
か
な
マ
応
募
方
法
住
所
、
氏
名
(
ふ

女
悦
春
求
め
て
い
る
。
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、
職
業

マ
選
出
人
数
ミ
ス
七
夕

3

(
勤
務
先
名
学
校
名
)
、
電
話

人
、
七
夕
の
星
:
4
人

番

号

、

身

長

、

体

重

、

バ

ス

ト

、

マ
資
格
①
県
内
に
在
作
、
在
ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ
を

動
、
夜
学
す
る
日
本
自
籍
を
有
す
記
入
し
、
写
真
(
カ
ラ
ー
サ
1
ピ

る
未
婚
女
性
。
②
年
齢
は
、
平
成
ス
サ
イ
ズ
上
半
身
)
同
封
の
う

元
年
7
月
7
臼
現
在
、
羽
裁
か
ら
え
郵
送
等
で
申
し
込
む
。
警
山

お
歳
ま
で
の
方
(
高
校
生
は
徐
自
由
。
千
似
平
塚
市
浅
間
町
9
番

く)。

1
号
平
塚
市
一
役
所
内
七
夕
ま
つ

マ
締
め
切
り

5
月
討
臼
(
水
)
り
実
行
委
直
員
会
事
務
局

マ
賞
ミ
ス
七
夕
ア
メ
リ
カ
西

マ
受
付
期
間

4
月
沼
臼
(
火
)

5
幻
自
(
土
)
電
話
で
受
付

マ
利
用
資
格
小
学
3
年
生
以
上

(
1団
体
刊
人
以
上
1
治
2
日
)

マ
利
用
定
員
宿
泊
管
理
棟
朗

人
、
キ
ャ
ン
プ
場
剖
人

マ
抽
選
五

4
nパ
幻

自

主

午

。
一
輯
片
品
操
相
談

4
月
四
日
(
水
)
、
4
月
四
日
(
ホ
)
、

5
月
四
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
M時

。
脇
島
縦
、
棋
託
、
測
毅
相
談

5
月
日
日
(
金
)
、
日
時
、
日
時

。
一
一
融
市
民
相
談
程
内
口
(
た
だ
し
、
土
曜
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
行
口
は
除
く
)

。
消
費
生
活
相
談

4
月
幻
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

5
月
臼
日

(
金
)
、
四
時
1
3
日
時

。
定
例
年
金
相
談

5
月
日
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

。
一
発
明
者
ι

銀
特
許
措
談

5
月
8
日
(
月
)
、
日
時
3
日
時

。
下
総
叡
引
相
談

4
月
四
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
1
M時

。
住
議
場
融
制

4
月
四
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

を
韓
関
少
年
格
談
蜜
(
市
民
セ
ン
タ

!
)
M
l七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
t
四
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
悩
み
ご
と
は
，
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
砂

お

i
七
八
一
一
一
。

月
3
土
曜
日
9
時
1
国
時
却
分

穣

特

設

轟

お

j
一一一一一一一一一一一

〈

yhv
怒
互
補
桜
揮
趨
月
曜
段
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
毅
毎
選
月
t
金
曜
日
、

9
時
S
M即時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
結
綴
相
談
毎
回
珊
日
曜
岳
、
叩
時
j13
日
時

(第
3
日
曜
日
そ
除
く
)

。
母
子
議
談
毎
週
日
付
1
金
曜
日
、
9
時
1
M時

。
家
藤
児
童
輔
畿
醤
趨
月
1
金
曜
日
、
9
時
i
四
時

。
高
齢
審
議
議
棉
磁
毎
遇
月
1
金
曜
日
、
9
時
加
分
3Mm時

土
曜
日
は
臼
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
酷
く
)

。
構
人
相
談
毎
月
第
3
木
種
目
、
日
時
日
目
時



平成死去手4'弓守主玉正ヨ(3) 

み
ど
り
の
悼
往
一
ち
か
ひ
ら
つ
か

ク
リ
ー
ン
タ
ッ
チ
明
。
へ
発
進
f

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
平
塚

市
緑
化
ま
つ
り
が
聞
か
れ
る
。

こ
の
行
事
は
市
民
の
木
「
く
す

の
き
」
、
市
民
の
花
「
な
で
T
リ三一

に
象
徴
さ
れ
る
緑
の
輪
島
主
体
げ
、

花
い
っ
ぱ
い
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
と
な
る
よ
う
毎
年
「
げ
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
十
六
回
待
。

今
回
は
、
十
月
に
総
合
公
開
幽
で

開
か
れ
る
第
四
回
か
な
が
わ
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
み
ど
り
の
日
」
レ
ピ
長
め
ら
れ
た

閉
月
二
十
九
日
を
中
心
に
、
植
木

人
)
に
航
布
。

-m臼
苗
木
(
さ
ざ
ん
か
、
つ

つ
じ
て
草
花
(
サ
ル
ビ
ア
)
、
治

土
(
題
意
用
土
)

-
訪
日
苗
木
(
姫
く
ち
な
し
、

む
く
げ
て
草
花
(
マ
リ

1
ゴ

ー
ル
ド
)
、
周
土
(
開
園
芸
用
土
)

・
初
日
笛
木
(
酔
ふ
ょ
う
、
く

ち
な
し
、
さ
る
す
べ
り
て
草
花

(
ベ
チ
ュ
ニ
ア
)
、
用
土
(
問
団
装

用
土
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
公
園
園
緑
地
謀

(
内
線
問
一
一
五
)

警

毎
月
第
2
、
4
水
曜
日
午
前

4

約
分

t
u時
・
募
集
詩
人

芸
盆
栽
毎
月
第
之
、

4
木

[
9降
初
分

1
日
時
日
出
分
・
官
伸

一
入
③
盆
締
り
毎
週
金
曜

昨
卑
十
一
月
か
ら
全
音
改
修
セ
の
景
観
が
楽
し
め
る
。
一
日
午
前
9
蒋
初
分
1
日
時
犯
分
・

行
っ
て
い
た
老
人
憩
い
の
家
「
七
お
年
寄
り
の
レ
ク
リ
ヱ
1
シ
ョ
一
募
集
初
人

国
経
」
が
完
成
し
、
四
月
十
一
日
ン
は
も
と
よ
り
、
箔
祉
総
係
国
抜
一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
コ
ー
ス

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
や
青
少
注
の
健
全
育
成
の
た
め
に
一
名

(
1
人
1
コ
ー
ス
)
、
住
所
、

七
閲
柁
は
、
ス
テ
ー
ジ
付
ぎ
の
多
目
的
な
施
設
と
し
て
、
活
用
を
一
氏
名
、
年
齢
、
電
話
香
世
つ
を
記
入

大
広
間
(
定
員
別
人
)
ゃ
う
ウ
ン
図
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
一
の
う
え
〒
加
平
塚
市
追
分
1
1

ジ

(

{

委

員

人

)

、

く

つ

ろ

げ

る

を

。

一

幻

平

塚

市

福

裟

姦

(

電

話

お

l

和
室
、
浴
室
な
と
が
あ
り
、
身
障
マ
利
用
申
し
込
み
個
人
は
随
時
吋
士
一
二
三
一
一
一
一
)
へ
O

〈
抽
選
〉

者
間
の
ト
イ
レ
も
新
設
さ
れ
、
ど
電
話
に
て
受
け
付
け
る
o
E体
は
一
。
申
込
期
限

4
月
お
尽
(
火
)

な
た
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
也
利
用
月
の
前
月
の
お
日
か
ら
霊
紬
一

設
備
レ
L
な
っ
た
?
で
受
け
付
け
る
。
希
望
亦
あ
れ
ば
一

周
辺
は
、
そ
の
告
、
七
つ
の
忠
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
滋
迎
ち
行
う
。
一

が
挑
め
ら
れ
る
ξ
こ
ろ
か
ら
七
罰
福
注
高
妻
沼
二
一
一
二
三
一

峠
と
い
わ
れ
た
寮
勝
の
地
て
、
桜
マ
休
館
日
土
曜
日
曜
日
と
祝
日
一

の
名
所
で
あ
る
愛
宕
山
自
然
公
爾
マ
所
夜
地
平
塚
市
土
産

に
も
隣
接
し
て
お
り
、
四
季
折
々

e

七
国
荘
(
篭
諮
問
一
一
一
六
五
)

争入場料 S駒田0円、 A閉酬円

B席 2.500円

場前売# 発売中

市民センター(盟32.2235)、ヤンレイ

レコード〈安売'23-2685)平箔必£産量楽器広告

(骨22-31日)、サクラ窃庖本庄〈骨21

0175人ヨネザワ楽器(宮23-709わ、花

水轡底〈密31-2713)、文栄堂明暗5-23

63)、なでしこ鐙彦事〈雷雲34-2286)

住民異動屈は、選挙、就学、思民年金、国民鰭蔵保

険、 予防接種、印鑑是正明などのも ζ になる重霊なもの

です。 I主所が変わったときは必ずは日以内に届け出を

してく丈fさし」

屈け出には、その方の氏名、住所、異動した年月日、

従前の生所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をuたり、正当の理由がなく属げ出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

※担当市民課市民異動系〈電話23-1111内線[236)
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とこ ぎ 5汚26E!(金}
・午豹の吾容 繍波午前loa寺
午後の部開演午後2特

ところ市民センターホール

出演奏 ;愛護詰 広沢潔造、薬わか繁

漫才

重量婆

伊丹秀夫

縫光一、光ニ

ボンボンブラザーズ

①入場券は、市民センタ一、市役所受付、駅前

市民窓口センター、中央公民館、各地主主公民

館に用意しである。問い合わせ 市民センター (霊童話32-2235)

7月岳民帰午後6時'30分

ンターホール
・曲溺神間}II、夢一夜外

・入場詳'1 3，800円(全席指定〉

e総務関始 5月 313午前日時~

。前費三P斤 市民センタ一、ヤンレイレコード、
橋本展楽器115、サクラ害届本庄、ヨネザワ楽
器、花ホ審f吉、文栄堂、なでし乙書房

喝罪号い合わせ 市民センター(電話32-2235)
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多

苛

一

P

一

一

ナ

事

i

i

l

一
マ
競
技
方
法
リ
ン
ク
ト
i
ナ
メ
一
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
I
場
で
行
わ

1

2

w

ゑ

ち

一

の

利

用

受

付

一

ン

ト

方

式

玉

、

平

塚

市

は

総

合

四

位

(

高

齢

審

判

長

一

総

合

詰

内

i
L
d
v
H
h
r一日
肝

心

れ

れ

同

甥

鰹

一

立

場

う

t
J

一
完
成
し
、
利
用
者
の
申
し
込
み
を
一
用
紙
に
必
委
事
柄
引
を
記
入
の
一
コ
え
一
り
。
(
敬
称
略
)

議

i

H

M

一

受

け

立

て

い

る

。

一

見

長

育

費

量

(

喜

一

v
E
z
j喜

一

ぺ

に

お

竺

こ

の

研

修

君

臨

療

省

果

樹

立

一

一

05)
へ

。

一

警

菌

室

ヌ
ト
マ
ω

欄

一

日

明

守

れ

日

刊

誌

計

一

一

平

塚

あ

る

く

会

一

u
u
j
A純
一

何

時

計

必

b
h

咋

ω
一
と
喜
一
が
二

7
七
窓
で
き
て
い
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
叫
刺
殺
の
古
書
墾
口
(
問
之
宮
)

在
一
る
。
収
容
人
員
は
百
八
人
。
一
日
出
回
同
地
帯
を
多
く
こ
と
に
な
っ
一
マ
距
離
競
技
壮
年
A
3佐
藤

不

桜

が

満

開

に

な

っ

た

四

月

一

…

臼

の

日

竺

話

違

憲

(

食

事

量

一

た

。

毒

さ

れ

る

方

は

、

直

接

主

愛

(

構

内

)

、

室

言

昼

間
曜
日
に
、
市
民
市
と
ル
ネ

y
pン
ス

ま

一

一

般

一

千

一

二

百

円

、

大

学

生

一

千

一

合

場

所

に

お

集

ま

り

を

。

一

勝

又

敬

ヰ

〈

(

北

金

包

)

つ

り

が

行

わ

れ

、

中

、

主

務

忠

信

は

活

気

一

円

、

高

綬

倖

一

七

百

円

、

小

中

学

生

に

み

な

ぎ

っ

て

い

ま

し

た

。

一

五

百

円

会

場

の

紅

谷

パ

ー

ル

口

!

ド

や

湘

南

一

マ

申

し

込

み

と

一

間

い

4
F
U
せ
先

ス

タ

ー

モ

ー

ル

で

は

、

革

工

芸

や

絢

古

田

一

平

線

球

場

事

務

笠

(

電

話

お

一

な

ど

の

細

民

で

手

作

り

品

を

一

買

い

求

め

六

六

)

る
大
人
た
ち
、
動
物
や
竣
呉
で
遊
ぶ
子

供
た
ち
な
ど
iX勢
の
人
た
ち
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
み
ん
な
の
鎖
に
は
、
楽
し

ん
だ
満
足
感
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
あ
り
、

街
も
明
る
く
な
っ
た
よ
一
つ
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

潜商ひらつかの

敏光を紹介する客集

く〉応募ょの注意 げ品作品には応葬祭を添付

・問い合わせ 事塚市観光協会事務局(商工芸

く〉サイズ・力ラ キャビネ以上凹つ切り

ーカラースライド 35m/m 

く〉送り先 5月llHまでに平探市観光協会
事務1吋及び市内カメラ商組合加主主活

O~~対委主体湾鯵(電話31--3田7)
・開組理沼 卓球、パトミントン、パスケッ

ト、軟式臨球 (~16日割、パレー(日時~)

• 4月24路(月)午撞 1時~午後8時
. 5月 8S(}寺)ノ/
・5A22日(汚//

。金銅公民館熱望著書室(電話31--2136)
-開放播怒 パレ ( 9時、.13時)、パドミン

トン、卓球 (13時~16日割、ハスケ y ト (16

E雪崩に利府できます
ただし、占痢はできません
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。
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昨
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川
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E
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5意
思

新
工
事
が
完
了
し
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五
月
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投

影
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純
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間
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仁
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宮
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一
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年
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(

ゲ
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、
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ノ

ス

な

ど
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…

マ

費

用

無

料
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教

材

警

は

忠

一

二

九

)

一

警

察

寸

ヤ

ラ

リ

;

を

投

影

で

き

る

ど

デ

オ

シ

ス

テ

ム

一

実

A
急

入

幻

惑

初

人

(

英

一

己

負

一

担

)

…

宗

雅

一

張

発

表

会

〕

一

ふ

央

公

民

鎧

巾

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

が
導
入
注
れ
て
い
る
な
ど
、
従
来
一
ユ

j
ス

。

カ

喜

入

門

程

度

の

内

容

)

一

門

V

資
格
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
ア
同
期
間

4
月
日
日
(
木
)
〈
〉
広
一
(
電
話
弘
二
一
一
)

の

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

で

は

長

る

三

事

岡

田

当

日

入

門

学

級

犯

人

(

中

一

学

皇

円

年

男

'

庄

で

M
歳

か

ら

お

義

一

口

(

冬

一

家

4
四
期
間
南
市
民
柔
術
展
}

と
の
で
き
な
か
っ
た
天
体
像
や
夫
一
ヒ
ラ
ツ
カ

i
lス
@
カ
ル
チ
一
て
い
る
も
の
。
出
訪
を
始
め
た
い
方
に
)
一
ま
で
の
未
婚
竜
(
高
校
」
議
く
)
一
{
一
一
ツ
星
俳
句
点
目
}
ア
期
間

4
月
訪
日
(
火
了
、
JWω

文
現
象
を
一
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
一
ャ
1
・

サ

ー

ク

ル

豪

華

一

言

1

3

7

霊

期

間

5
月
1
来
年
2
互
マ
申
し
込
み

5
月

昔

(
5
7
認
問

4
月
初
日
芸
品
一
臼
(
日
)

う

に

な

っ

て

い

る

。

草

壁

亭

重

し

て

い

る

。

一

①

ベ

ン

字

学

級

突

雪

上

一

毎

週

一

票

警

午

後

6
?午
ま

で

に

直

接

青

少

年

課

(

内

線

五

百

五

一

{

フ

ォ

ト

た

ち

は

な

E
5

例
え
ば
、
本
体
投
影
機
の
コ
ン
一
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
青
年
た
ち
一
手
に
な
り
た
い
方
の
た
め
に
)
一
後
8
時
そ
の
外
に
野
外
活
動
主

O
五

)

へ

。

需

は

/

工

ム

雪

景

一

言

語

震

了

期

間

4
長

臼

公

3
1
5

ビ
ュ
ー
タ
1
制
綴
に
よ
り
、
火
用
車
一
に
「
学
習
を
遇
し
て
、
仲
間
づ
く
一
@
料
理
学
級
知
人
(
家
賎
料
理
、
一
夜
抽
出
研
修
な
ど
も
行
う
。
一
ら
午
後
6
時
鉛
分
案
」
受
け
付
け
一
・
期
間

4
月
初
臼
(
水
)jtil-5
一月
5
日
(
金
)

主
義
の
上
で
の
星
座
が
ど
の
よ
一
立
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
行
つ
一
妻
、
事
な
ど
の
作
り
方
)
一
マ
会
場
勤
労
高
中
央
公
民
一
て
い
る
。
土
曜
日
ノ
長
2
時

三

月
2
日

(

火

)

工

平

塚

市
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。

霊
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一

・

同
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間
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j
t
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磁
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i
i
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2
2
2
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2
2
3
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一
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1
モ

ニ

引

ぶ
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募

集

部

人

一

ひ

ら

つ

か

カ

ル

チ

ャ

ー

教

宇

で

一

{

問

問

・

絵

説

、

彫

刻

部

門

〕

一3
3
Q
J
L
平

F
7詑

b

匙

号

室

一

マ

日

程

5
月
間
山
日
1

7

2
臼

一

は

、

粘

土

で

決

し

く

遊

ぶ

殺

と

子

…

'

覇

5

5
弓
(
水
)
1叩
泊

費
B
メ

令

。

ブ

え

}

ブ

ミ

j
議

珪

石

原

則

と

し

て

毎

週

水

曜

日

a

全

一

の

生

活

一

形

教

室

開

く

。

一

日

吉

)

一
8
回

一

一

〉

期

信

5
月
幻
臼
c
、J
山

山

方

の

悠

一

門

岡

・

写

真

部

門

}

中
央
公
民
館
で
は
、
市
内
に
在
一
〔
徳
川
鈴
代
}
募
集
部
人
一
雄
一
郎
氏
ほ
か
一
・
待
問
午
後
2
時
1
4
時

一

月

第

3
日
曜
日
・
全
6
回

一

・

期

尚

5
月
幻
臼
(
水
)
1
6

一
、
在
勤
、
蛮
子
す
る
十
八
歳
以
一
マ
日
程

5
丹
江
日
1
6
同
一
的
日
一
寸
教
材
費
五
百
円
一
マ
講
師
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
連
了
時
一
間
午
前
羽
時
i
u詰
分

一

月

4
日
(
日
)

一
の
方
を
対
象
と
し
た
平
成
元
年
一
の
毎
渡
木
曜
臼
a

全
8
回
一
③
一
市
髭
ア
カ
一
で
z
i

一

盟

理

事

岩

崎

重

昭

氏

一

マ

募

集

人

員

殺

子

泌

総

…

童
市
一
民
大
学
菱
重
ア
一
・
富
午
後
2
時
1

4
将

一

言

一

襲

撃

}

重

別

人

一

マ

教

材

費

一

一

一

千

九

百

円

亨

善

意

教

育

家

河

村

敬

一

一
で
?
を
嗣
聞
く
。
一
マ
講
師
東
海
大
学
助
教
授
曽
一
マ
臼
程

5
月
ロ
臼
f

、-
6月
初
B
一
⑧
申
し
込
み
は
、
は
立
尼
希
望
コ
一
子
氏

重

大

華

麗

一

様

総

雄

氏

一

の

毎

週

金

曜

日

・

全

8
照

一

1
ス
名
、
住
所
、
氏
名
年
齢
一
マ
受
講
料
六
千
円
(
教
材
事
)

{
平
家
物
語
(
後
)
}
募
集
出
人
一
マ
教
材
費
五
十
呂
町
内
一
・
時
間
午
前
凶
時
IrL午
一
電
話
量
守
、
勤
務
先
多
古
記
入
の
一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

マ
日
程

5
月
日
日
日
7
月
お
日
一
{
滋
学
シ
リ
ー
ズ
・
家
庭
の
涯
学
]
一
円
v
講
師
代
々
木
町
副
作
工
芸
盆
栽
一
う
一
見
、
〒
創
平
塚
市
追
分

1!ω
一
氏
名
(
親
子
)
、
年
齢
、
電
話
番

の
毎
週
玉
問
曜
日
・
全
日
目
一
募
集
印
人
一
協
会
務
事
秀
島
ス
ミ
子
氏
一
平
塚
市
中
央
公
民
館
(
一
電
話
μ

一
号
、
講
座
客
を
記
入
の
う
え
、
宇

m

-
持
関
午
後
1
持
泊
分
1
3
時
一
円
〉
臼
程

5
月
日
即
日
1
6月
幻
自
一
門
V

教
材
費
二
千
一
一
一
百
円
一
一
一
一
一
一
)
へ
。
応
募
多
数
の
場
一
平
塚
市
免
附
町
M

M

l

市
民
セ
ン

初

分

の

毎

週

火

躍

5
・
全
6
回

(
6月
一
{
ビ
デ
オ
教
護
(
入
門
畿
)
}
募
一
合
は
抽
選
。
一
タ
!
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
i
事

マ
講
師
削
早
稲
田
大
学
教
授

6
日

は

徐
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マ
講
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大
学
教
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5
月
5
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第 453号

千
九
百
円

マ
教
材
費

幼
稚
闘
児
、
室
再
園
児
向

け
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
投

影
す
る
。
観
覧
を
希
望
さ
れ

る
凶
体
は
お
申
し
込
み
を
。

@
投
影
期
間

6
月九
ω
日
1

7
月
S
臼
ま
で
の
毎
選
火
、

水
、
大
、
土
曜
日
の
守
刻
中

ャ
j
'
サ
ー
ク
ル

介文学

オ Jレ読物、 SFマガジン、 f晃代
詩手帖、詩とメルヘン、小説現代、

小説新潮、新日本文字、文学界

す婦人・生，舌

美しい部屋、家庭面報、クロワツ

サン、ドレスメーキング、婦人の友、

ふたりの部屋、マダム、モア、ミセ

ス、ベピーエイジ、暮らしの手中占、

With 

官社会・一般

アサヒグラフ、会社四季報、 fj刊

社会教育、実業の日本、 i崖刊朝臼、

就職ジャーナル、ジュリスト、商成

界、文芸審秋、中央公論、話の特集、

判例事報、法学セミナー

官科学・工学

月刊自家用車、新電気、天文ガイ

ド、ニュートン、ビデオサ口ン、マ

イコン、ラジコン技術、無維と実験

官趣味・鍛楽

大相撲、近代将棋、ゴルフダイジエ

スト、週間ベースボール、サッカー

マガジン、組目未のE話芸、つり人

※掲載した雑誌は定期に購入してい

る雑誌の叫部。詳しくは図書館へ。

合平塚ミニニコミ編集潟

ミニゴミ名更をイ乍りなカtらl'わロ司とd吉り千三?う。
日毘 4月羽田(火) -3月0)19時-21時

( 2L"i11[H持は参加されたアJで決める〕

対象 青年10人く申込制〉

すファミリーふれあい1¥イク
湖南平て自然を観察uなから歩く。

5 ]--:1 4 木) 16日手 ~5 日 〈合) 13 

宿泊場所 11サ南青少年の家

対象親とf-30人く申込制ヌ

参加費 大人1，200円、子供500円

なお?このしみこともまつり

映画{あんはんまんまじょのくに」と棒絵

を来しむ。

・日時 5月 5日 (金) 14日予--16時

時文f象 親と子50人く入場告出〉
合体舘日 揮週月曜日、 4丹羽田、 5丹 3円、

6日

交響少年金輯

〒254浅間町12----41 電話32~-'-7029

原作 森島件、脚本松山醤申し込み 4月初日までに往復はがきで

出横前田時、時田吉弘ほか 〔欝1鴎講珪]
台関鱒時総 ・日時 5月13臼(土 18時-20持

・費出雲室、事考室 テ マ 神奈川のカエル

火~日曜日 9時-16時50分 l 寸誇師アマチユア研究京丸山 子氏

(金曜日のみ)時-18時国分 女王手塚の戦災と愛護者E書記録する会
・こども主主 火~ま宣誓日 13投手-15時間分

日曜日 9時~国民自C分 i 地域に残る戦災と空鎚の資料を体験者から
官体舘釘 需週月嘩日、 4月29日、 30日、 5 間き、戦史地出を作成しながら揺していく

月 3日、 4日、 5日 l 年間会員を募集する。

合間樺館 二子制捜間町12-41 電話31'~0415 ・日揮 毎月l!8の例会
・会場博物舘特別研究室

'募集 20人く抽選〉

・申し込み 6月日日までに往提はがきで

寄贈品コ ナー(新資料収嵐揖〉

-人文 4月 2日〈日)--28日〈金)

‘自然 5月 2日〈火)-却日〔火)

合体輔自 毎週月曜日、 4月四日、 30日、 5

月 3日、 4日、 5日

食博物倉吉 千254桂関町12-41 電話33--51日

すナチュラリスト講座

毎回テーマを変えながら、湘南自動植物に

ついて広く学んでいく講虚心原則として、年

間(9回)続けて害加できる方を募集する0

・日程樟月第2土曜日の18時-20時

・合場博物館科学教室

す16ミリ映写機操作技術言講習会
16ミリ映写機の操{乍技情を智揮してもらう

ための講習会を開く。

・日程 5月12日(金) --]3日 (土)、 9持

--16時 30分
，会場図書館3階会議案

・対象市内寂住、在勤、在学の方30人〈先

着順〉

・申込受付 5月 2日〈火)-

・持参ずるもの テキスト代600円、筆記用

異、はさみ

・申込先図書簡視聴覚ライブラリ

すこども峡立罰金

~4}'H6日{自〉叩時、 14時 3鍛ホール

「ミッキーマワスと暗法の帽子 10分

「幸福の王子 13分

fやまあらしがやってきた 10分

〈新着フ oJレム)。5月14溺(臼)10時、 14時 3階ホル
「風の又三郎 95分

昭和15託製作、日活作品

女映商会

(Ql4 }苦23滋(臼) 10時、 14時 3摺ホノレ

「高瀬舟 45升



第 453望号

6月 3日午前9時30分-ll時30分

映画「生命創造」

・捧ちゃんむおふろ(実習)

離会場保瞳センター

閤主治医の許可を得てからご参加

を。最終日はお父さんもごー轄に。

韓持参するもむ 母子韓廉手帳・筆

言己用見(全日程共通)、スラック

ス (8Bと29白人さらし、裁縫

道具(15日)、ヱフ口ン、三角

巾、手ふきタオル (22日〉

〈ア〉

。嘩撞センター

中里34-17 電話34-0311

駅前パスターミナル5番親中里
経由日向岡行または諏訪町鴇由市

民楕院行「医揮センタ 前j 下車

C平嘩保盤所
豊原町6-21 電話32-0130

駅前パスターミナル 2番綿 幸野
行「追分」下東

髄第 1期対象は 3カ、月以上 4競来

満の乳幼児。 3週間から 8週間の

間隔で 3f0J受ける。

輯欝2期第 1期の 3回目白持種目

からヱ年以上 1年 6か月以内に 1

回受ける。 5議 6か月に連する

まで空けられるが、 4成までに終

了することが望ましい

輯開業医、病院で接種できる。接補

日は医師とうご相談を。

開料金無料。

雛悌険証、母子世f女子帳を持う

具、歯ブラシを持参

[3ヵ、月党3

• 5月J7日 64年 1
日生

5 月 24日元年 1 月 11b'~208生

・5月31日厄年 1月21日-31日生

(1轟 6ヵ、月児〕

. 5月 9日 62年 11月 1日-10臼生

・5月訪日 62年11月 11 日 ~20日生

・5月23臼 62卑 11月21日---3C日生

( 3定歩況〕

ー5月11日 61邸 3月 1臼-10日生

・5月188 61年 3月11日-20日生

・5月25日日正3月21U--31日生

購対象 2揖 6か月までむ乳幼児

盟会場平塚保瞳所

闇相談臼 5月 8臼、 22日

蝿時間午前9時 ---10E寺(受付〉
酷申し込み電話で平塚保鰭所へ予

約する。

'h主

チ
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激
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加
わ
っ
た
時
に
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ア
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れ
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。
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問
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、
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ク
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時
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問
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わ
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。
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電
気
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円
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)
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転
車
(
口
語
、
野
ン
)
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醒

醒

f
9
一
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
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あ
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ガ
ン
、
ヨ
ッ
ト
、
一
二
輪
自
転
車
、
慢
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島
乳
母
車
、
手
ポ
繍
機

物
質
、
す
な
わ
ち
家
の
中
の

ほ
こ
り
を
は
じ
め
、
花
粉
、

牛
乳
、
魚
、
動
物
の
毛
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
感

染
郡
一
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら

発
病
す
る
こ
と
が
多
/
¥
か

ぜ
な
ど
の
呼
吸
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感
染
成
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端
息
は
秋
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梅
雨
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春
な

ど
の
季
節
祭
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わ
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呂
と
夜

間
、
開
明
け
方
に
多
く
症
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が

あ
ら
わ
れ
る
。

日
常
の
注
奪
と
し
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は
、

心
身
北
(
に
安
定
し
た
規
制
則
正

し
い
生
活
と
、
身
の
回
り
の

清
潔
に
心
掛
け
、
潟
、
た
ば

こ
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
乾
布
時
期
擦
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冷

水
摩
描
刊
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ら
に
歩
一
ぺ
水

泳
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ど
の
運
動
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す
る
こ
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も
望
ま
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。

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の島右足立を行ってい

る。

。受露種参の交付

大正4年 5月31日以前に生まれた方は 6枚。

大正4年 8月 1日から大正 5年 3月までに生

まれた方は、 74]識になった汚から 2か月に 1

枚の割合で交付する。

。翻己負担額 1枚につき600l"J

。申し込み 印章監および健康手帳または纏康保

検誌を持書のうえ、者華社総務課(内綿 219)

A.。

一動物は愛情と責任をもって育てようー

最近、犬やZ苗の苦情が増えている。飼い主

のブヲは、次のことをよく守って千也人に迷惑を

かけないようにしよう。

@近所に迷惑をかけない心絞りを

@品要なければ不妓、去勢苧構を

①犬め散捗i草、必ず fふんの始末jとげiさき

網の潜凋Jを

①犬のE宜し飼いは危険。絶対にやめよう

担当健康諜
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